
　
障
が
い
者（
児
）福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
、
原
則
と
し
て
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳（
知
的
障
が

い
者
）・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
が
、

障
が
い
の
種
別
・
程
度
（
等
級
）
 

・
生
活
状
況
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
一
部
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
介
護
保
険
の
被
保
険

者
は
、
介
護
保
険
制
度
と
障
が

い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
同
じ
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
場
合
は
、

介
護
保
険
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が

優
先
さ
れ
ま
す
。
 

          縡
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
 

 ①
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

…
自
宅
で
、
入
浴
、
排
せ
つ
、

介
護
等
を
行
い
ま
す
。
 

滷
重
度
訪
問
介
護
…
重
度
の
肢

体
不
自
由
者
で
常
に
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
、
自
宅
で
入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
、
外
出

時
に
お
け
る
移
動
支
援
な
ど
を

総
合
的
に
行
い
ま
す
。
 

澆
行
動
援
護
…
自
己
判
断
能
力

が
制
限
さ
れ
て
い
る
人
が
行
動

す
る
と
き
に
、
危
険
を
回
避
す

る
た
め
に
必
要
な
支
援
、
外
出

支
援
を
行
い
ま
す
。
 

④
重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

…
介
護
の
必
要
性
が
特
に
高
い

人
に
、
居
宅
介
護
等
複
数
の
サ

ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
行
い
ま
す
。
 

潸
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
…
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
に
、
日
常
生

活
に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の

指
導
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓

練
等
を
行
い
ま
す
。
 

澁
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
…
自
宅
で
介
護
す
る
人
が

病
気
の
場
合
な
ど
に
、
短
期
間
、

夜
間
も
含
め
施
設
で
入
浴
、
排

せ
つ
、
食
事
の
介
護
等
を
行
い

ま
す
。
 

⑦
生
活
介
護
…
常
に
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
、
昼
間
、
入
浴
、

排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
等
を
行

い
ま
す
。
 

⑧
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生

活
訓
練
）
…
自
立
し
た
日
常
生

活
ま
た
は
社
会
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
一
定
期
間
、
身
体
機
能

ま
た
は
生
活
能
力
の
向
上
の
た

め
に
必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
 

⑨
就
労
移
行
支
援
…
一
般
企
業

等
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
人
に
、

一
定
期
間
、
就
労
に
必
要
な
知

識
お
よ
び
能
力
の
向
上
の
た
め

に
必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
 

⑩
就
労
継
続
支
援
…
一
般
企
業

で
の
就
労
が
困
難
な
人
に
、
働

く
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

知
識
お
よ
び
能
力
の
向
上
の
た

め
に
必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
 

※
⑦
〜
⑩
は
、
障
が
い
者
支
援

施
設
に
入
所
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
 

  縒
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
 

N
６５
歳
未
満
で
肢
体
不
自
由
な

ど
の
た
め
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
、
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い

る
重
度
身
体
障
が
い
者
で
、
一

人
暮
ら
し
ま
た
は
世
帯
員
の
就

労
等
に
よ
り
長
時
間
に
わ
た
り

一
人
暮
ら
し
と
同
様
の
状
態
と

な
る
方
 

※
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ア
ナ
ロ
グ
回
線
を

有
し
て
い
る
こ
と
 

O
利
用
者
の
居
宅
に
緊
急
電
話

機
お
よ
び
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
無
線

発
信
機
を
設
置
し
、
利
用
者
が

急
病
、
事
故
、
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
緊
急
に
援
助
を
必
要
と

す
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
通
報
セ
ン
タ
ー
に
通
報
す
る

こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
救
助
活

動
を
行
い
ま
す
。
 

※
回
線
使
用
料
、
屋
内
配
線
使

用
料
お
よ
び
通
話
料
は
利
用
者

負
担
。
 

  縱
消
防
緊
急
通
報
事
業
 

N
聴
覚
障
が
い
の
方
 

O
八
潮
市
消
防
署
内
に
緊
急
時

対
応
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
機
を
設

置
し
、
火
事
お
よ
び
救
急
等
の

通
報
を
受
け
、
緊
急
時
の
対
応

を
し
ま
す
。
 

　
消
防
緊
急
通
報
用
紙
は
、
障

が
い
福
祉
課
窓
口
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
 

※
消
防
署
の
新
庁
舎
へ
の
移
転

に
伴
い
、
平
成
２１
年
７
月
１
日

か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が
局
番
な
し

の
「
１
１
９
」
と
な
り
ま
す
。
 

  縟
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
 

 N
肢
体
不
自
由
の
た
め
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
、
２
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
重
度
身
体
障
が

い
者
で
、
一
人
暮
ら
し
や
虚
弱

等
の
理
由
に
よ
り
布
団
干
し
等

が
行
え
な
い
方
 

O
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
年
４

回
（
４
月
・
７
月
・
１０
月
・
１
月
）

実
施
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
７
月
・

１
月
は
丸
洗
い
乾
燥
殺
菌
で
、

４
月
・
１０
月
は
乾
燥
殺
菌
で
す
。
 

※
利
用
料
は
無
料
。
 

  縉
紙
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
 

N
在
宅
の
重
度
心
身
障
が
い
者

（
児
）
で
常
時
紙
お
む
つ
の
使

用
を
必
要
と
し
、
肢
体
不
自
由

の
た
め
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、

２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
狢
、
Ａ

を
所
持
し
て
い
る
方
 

O
月
に
１
回
、
薬
局
か
ら
ご
自

宅
へ
紙
お
む
つ
を
お
届
け
し
ま

す
（
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
給

付
と
な
り
ま
す
）。
お
む
つ
の
タ

イ
プ
や
枚
数
は
、
障
が
い
福
祉

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
利
用
料
は
無
料
。
 

  縋
入
浴
サ
ー
ビ
ス
 

N
１８
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
肢
体

不
自
由
の
た
め
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
、
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
在
宅
の
重
度
身
体
障
が

い
者
で
、
家
庭
に
お
い
て
入
浴

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
 

O
自
宅
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
 

※
所
得
に
応
じ
て
、
利
用
者
負

担
あ
り
。
 

  縢
配
食
サ
ー
ビ
ス
 

N
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
て
日
常
的
に
食
事
の

確
保
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
方
 

O
利
用
者
一
人
に
つ
き
１
日
１

回
（
昼
食
か
夕
食
を
選
択
）
、

週
に
５
回
ま
で
を
限
度
と
し
て

栄
養
管
理
さ
れ
た
食
事
の
配
達

を
行
い
ま
す
。
同
時
に
、
配
達

員
は
利
用
者
の
安
否
を
確
認
し
、

利
用
者
の
健
康
状
態
に
異
常
が

あ
る
と
き
は
、
関
係
機
関
へ
の

連
絡
等
を
行
い
ま
す
の
で
食
事

は
原
則
と
し
て
手
渡
し
に
な
り

ま
す
。
 

※
１
食
あ
た
り
３５０
円
の
利
用
者

負
担
あ
り
。
 

  繆
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

N
O
身
体
障
が
い
の
あ
る
方
が

市
外
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
に
通
い
、
機
能
訓
練
、
創
作

的
活
動
等
を
行
い
ま
す
。
現
在
、

利
用
で
き
る
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
で
あ
い
の
森
（
草

加
市
柿
木
町
２６１
│
１
）
・
そ
う

か
光
生
園
（
草
加
市
柿
木
町
１

２
１
５
│
１
）
の
２
カ
所
で
す
。
 

※
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
の
利

用
者
負
担
あ
り
。
 

地
域
の
中
で
自
立
し
て
、自
分
ら
し
く
、安
心
し
て
 

障
が
い
者
（
児
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
 

（４） 平成21年5月10日 No.702広報 

障
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福
祉
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市
で
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
の
中
で
自
立
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
手
当
の
支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
 

　市では、障がいあるの方が地域で安心して生活で
きるよう、総合的な支援を推進するため、「第３次
八潮市障がい者行動計画・第２期八潮市障がい福祉
計画」を策定しました。今後は、この計画に従って
障がいのある方への援護を進めていきます。 
基本理念 

「ともに生き、ともに支え合う地域づくり」 
基本的視点 

１．主体性・自主性の尊重 
２．総合的支援体制の充実 
３．市民参画による地域づくり 
基本目標 

１．利用者本位のサービスの実現のために 
２．自立して暮らし続けるために 
３．社会参加を進めるために 
４．安心して生活できるために 
５．地域で支える福祉のために 

第3次八潮市障がい者行動計画 
・第 2期八潮市障がい福祉計画 
を策定しました 

凡 例 
N
…
対
象
 

O
…
内
容
 M
…
申
し
込
み
 

J
…
問
い
合
わ
せ
 


